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経営戦略とFM施策新たな価値を創造し豊かな未来を切り開く最先端ワークプレイス戦略

FM施策

20182018 20192019 20212021 20232023 20252025

東京
オリンピック
東京
オリンピック
新型コロナウィルス新型コロナウィルス

ネ
ッ
ト
ワ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス

本社JPタワー
(第9回優秀FM賞 受賞オフィス)

改修

イノベーションセンター
「 netone valley」

オープン

中部支社
(第9回優秀FM賞 受賞オフィス)

改修

タッチダウンオフィス開設
船橋、藤沢、浦和、立川

天王洲オフィス
縮小 計画開始

netone valleyへの統合

働き方改革 1.0

働き方2.0/DXの実践

コワーキングスペース
運用開始

「制度・空間・ツール」の3つの要素を整備し、全社的
に展開することで、社員が“いつでも・どこでも・誰と
でも”働ける環境を実現。VDI端末の導入や執務エリアの
フリーアドレス化を通じて、柔軟で自由な働き方を推進

空間

道具 制度

業務プロセスを見直し、システムと連携させることで
全社の生産性を高める。ネットワンの経験をもとに、
働き方改革を具現化するICT基盤を提案/提供が可能と
なる

オフィス回帰オフィス回帰

業務
ルール

システム
基盤

人材
育成
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「ネットワンFM4要素」
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・企業文化改革・企業文化改革

・人財戦略・人財戦略

・サービス戦略・サービス戦略

・財務戦略・財務戦略

経営陣・社員全員が一丸とな
り活動を加速する

社員が個性を発揮し最大限に
力を発揮できる環境を整える

競争力のあるサービス開発と
創出を加速する

SGA比率の低減 ファシリティコストのコントロール

理念浸透促進のプラットフォーム提供

FM活動方針

自立的働き方・自己成長にむけた支援

共創機会の創出

働き方2.0 におけるFM施策働き方2.0 におけるFM施策

拠点オフィスの見直し拠点オフィスの見直し

オープンイノベーションの場オープンイノベーションの場

コミュニケーション活性化コミュニケーション活性化

本社オフィスの見直し本社オフィスの見直し コラボレーションスペース拡張コラボレーションスペース拡張

働きがいの追求働きがいの追求

ONとOFFの調和ONとOFFの調和

企業理念の体現企業理念の体現

成長戦略

経営基盤強化

社会的責任 サステナビリティ(マテリアリティの特定)

事業戦略 サービス戦略 財務戦略
注力領域で

事業成長を加速
ビジネスモデルの改革で

利益構造を進化 資本調達/戦略投資

人材戦略・・・・・・・多様な人材の成長と活躍で経営を支援
徹底した見える化・・・データの見える化で変革スピードを加速
企業文化改革・・・・・不祥事の再発防止のため、企業文化・組織風土を抜本的に改革

➀コミュニ
ケーション
➀コミュニ
ケーション

②社員一人一人
の働きがい

②社員一人一人
の働きがい

③企業文化
の醸成

③企業文化
の醸成

④成長と
挑戦

④成長と
挑戦

概 要
➀経営への貢献➀経営への貢献

経営戦略

人的資本投資（改定）人的資本投資（改定）

ネットワンは、持続可能な社会への貢献と持続的成長の両立を目指し、その実現にむけて、マテリアリティを軸としたサステナビリティ経営に取組んでいる。
「成長戦略」「経営基盤強化」それぞれの課題と戦略に対するFM戦略とその役割、また、2020年のコロナ禍を契機とした急激な外部環境の変化や、スピーディーな
ICTビジネスに対応可能な、新しい働き方を目指して取組んできたワークプレイス構築の歩みを紹介する

1/3



ｚ

『スポーツ』

『理念浸透活動』

『様々な接点の誘発』

企業理念に基づくネットワンFMの4要素新たな価値を創造し豊かな未来を切り開く最先端ワークプレイス戦略

『共創活動』

『コワーキングスペース』

執務エリアを偶発的コミュニケーショ
ンを生み出すレイアウトに。可動性の
ある家具は、移動により動線に変化をもた
らし、ワーカー同士のコリジョンを生む

『選べる働き方』

home
本社office

valley

目的に応じた利用ベースのオフィスへ
オフィスの出社を前提とせず目的に応
じて場を選択して働く環境へ

企業理念を浸透・実現するためのFM4要素

『意識改革』

社員の考え方や行動にネットワンの理
念が根付き、それがネットワンらしさ
となって社外から認知されている状態
を目指す

『自己変革』

変化にむけての変革と成長を促す場を
netone valleyを中心に開催
アート思考、本のワークショップ、
起業家精神に学ぶ自己変革のススメ等

Ⅰ.コミュニ
ケーション
Ⅰ.コミュニ
ケーション

Ⅱ.社員一人一
人

の働きがい

Ⅱ.社員一人一
人

の働きがい

Ⅲ.企業文化の
醸成

Ⅲ.企業文化の
醸成 Ⅳ.成長と挑戦Ⅳ.成長と挑戦

コミュニティコミュニティ

レイアウトレイアウト
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風通しの良い文化づくりの一環として
経営層との会話の機会を創出する空間
を構築。経営層との対話イベントを毎
年約30回実施

フットサル、ジム、ゴルフ等のス
ポーツで部署を越えた社員同士の交
流を促進。チームワークやコミュニ
ケーションの向上につながっている

客先

展示会、セミナー、勉強会など様々な
社内外交流のイベントが開催され、
コラボレーションの活性化がイノベー
ションの創出と成長を促している。

業界や職種 年齢を問わず多様な人々が
出合い、情報共有と関係構築を促す
【ハジマリの場】

企業理念の実現に向けて、4つの要素を基準に企業経営の一翼を担う役割として、
FMの重要性をさらに高めていく

企業理念の実現に向けて、4つの要素を基準に企業経営の一翼を担う役割として、
FMの重要性をさらに高めていく

FM4要素と関連するWAY(行動指針)のピクトグラム
お互いに
半踏み込む

進化し
続ける
「匠」

ワクワクを
広げる

概 要
②利用者への貢献
⑥時代ニーズ
②利用者への貢献
⑥時代ニーズ

失敗も
成功も
次の糧に
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ネットワン全社FMで重要としている4つの要素「コミュニケーション」「社員一人一人の働きがい」「企業文化の醸成」「成長と挑戦」を軸に、社員への企業理念の
理解と浸透を促す取り組みに注力している。社員が従来業務にとどまらず、体験・体感から得る、意識改革・行動変容・自己実現にむけた様々なクリエイティブ活動
シーンを提供。社内外の人とリアルに出会い、コラボレーションやシナジーが生まれることによる「豊かな未来の創造」にむけた機会創出を推進している



FMの持続性

持続的FMの取り組みと成果新たな価値を創造し豊かな未来を切り開く最先端ワークプレイス戦略

FM定量的成果

時代のニーズや日々急激に変わる社会情勢の変化、社内におけるビジネス状況の変化をとら
えプロアクティブに業務を回している。ポータルサイトを通じて社員から直接届く意見を反
映し、フレキシブルかつスピーディーなー対応ができる運用体制を布いている

環境にむけた取り組みと社会貢献活動

実施例1 ： 本社コリドー/家具実施例1 ： 本社コリドー/家具

安全性・利便性・デザインを
考慮し社員に『提供』

時代ニーズ

社会情勢の社会情勢の
変化

ビジネスビジネス
状況の変化

検討

連動

提供

整備

時代のニーズや社員の意見
から『検討』

経営戦略とFM方針の『連動』

実施例2 ：ウェルネスエリア活用実施例2 ：ウェルネスエリア活用

ＦＭ

約50メートルの通路
で偶然出会った社員同
士の一時的なコミュニ
ケーションを創発。
利便性×デザインを兼ね
備えた家具を設置

健康促進を促し心身を
調整してリフレッシュ
できるエリア。社員の
声から広がる、健康経
営イベントヨガ・ト
レーニングなどを実施

社会貢献活動や地域とのつながりにより、
社員の成長機会につなげる

▼【地域交流】
地元の小学生が将来の夢を描く

ウォールアート企画

▲▼【品川区様支援】
聴覚障がいを知る
デフフットサル大会

▼【障がい者交流】
車いすテニス体験

▼【学生職場体験】
デモ体験、職場見学

2021年度・・・17回
2022年度・・・22回
2023年度・・・28回

■環境に配慮したFFE製品家具

全体

2,185全アイテム数合計(A)

1,292環境配慮家具数合計(B)

59%B/A ×100

産業廃棄物となるケーブルを
リサイクル素材とする。
例:Cat6ケーブルのリサイクル
比率 35%→75%へアップ

■廃材のリサイクル

廃棄ケーブル

社会貢献活動
プログラム数

個人
ロッカー

チーム
ロッカー

年間1万件の問合せに
対応できる体制

▼【ファミリーデー】家族や親しい人との交流
「継承すべき文化と新たな出会いの融合」

【世界難民の日】
イベント開催協力

ハイ
ブリット
18％

ソロ
64%

コラボ
18%

ハイ
ブリット
60％ ソロ

17%

コラボ
23%

コラボレーションエリア割合の拡張

ＦＭ

オフィスコストと面積の相関

：オフィス面積

：オフィスコスト

品質

供給

③目標設定と評価
④持続性
⑤環境と社会貢献

③目標設定と評価
④持続性
⑤環境と社会貢献

概 要

キャビネット ：23％の減少
個人用ロッカー：65%の削減
→削減スペース：430㎡

・執務エリアから執務兼
コラボスペースへ

・ワークスタイルに合わせて
選択できる環境

財務
・2020年と2024年の対比で
オフィス面積は11%拡大だが
オフィスコストは97％に抑制

・個人ロッカーから
チームロッカーへ

・オフィスマネジメントの
窓口への問合せ体制

変化への対応、または将来予測
に基づく施策の更なる改善
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netone valley構築による、「品質」「財務」「供給」の視点での定量成果。また、変化が激しい社会情勢やICTビジネス状況における時代のニーズや、社員の要請に対
応した持続的な活動事例を紹介。環境に向けた取り組みと社会貢献活動に関しては、ICT企業ならではの施策や、ステークホルダーの幅を広げ、広大な倉庫を活用した
オフィスならではのユニークな取組みや企画を多数実施している。


